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彦根

制作 /オフィスいしやま ( 毎日新聞大津販売 )6

県
大
、
学
生
に
マ
イ
ボ
ト
ル
推
進
中

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
制
作
、
サ
ー
バ
ー
も
拡
充

家康の生涯　駅弁掛紙で
 長浜鉄道スクエアで30日まで

「ひこすく」で子育て支援情報
 彦 根 市 が 無 料 ア プ リ

長
浜
城　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
く
っ
き
り

 

築
城
・
開
町
４
５
０
年
で

　

長
浜
城
歴
史
博
物
館
（
長
浜
市

公
園
町
）
は
開
館
40
周
年
と
長
浜

築
城
・
開
町
４
５
０
年
を
記
念
し
、

城
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
照
明
を

更
新
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
。

　

城
の
東
西
南
北
の
隅
に
あ
っ
た

水
銀
灯
４
本
が
老
朽
化
し
て
お
り
、

８
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
（
水
銀
灯

７
０
０
Ｗ
相
当
）
に
入
れ
替
え
た
。

こ
れ
ま
で
夜
の
長
浜
城
は
少
し
薄

暗
く
影
も
多
か
っ
た
が
、
白
く
美

し
い
姿
で
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
連
日
、
日
没

守
閣
の
絵
が
あ
る
。
豊
臣
政
権
の

五
大
老
と
な
っ
た
家
康
に
は
、
政

治
の
場
と
し
て
ゆ
か
り
が
あ
っ
た
。

　

入
館
料
大
人
３
０
０
円
、
小
中

学
生
１
５
０
円
。
入
館
午
前
９
時

半
〜
午
後
４
時
半
。
会
期
中
無
休
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

こ
の
実
証
実
験
を
受
け
て
今
年

度
は
サ
ー
バ
ー
の
設
置
場
所
を
５

カ
所
に
拡
大
。
カ
モ
が
水
面
に
浮

か
ぶ
デ
ザ
イ
ン
の
県
大
オ
リ
ジ
ナ

ル
ボ
ト
ル
（
３
０
０
㍉
㍑
、
６
６

０
円
）
も
制
作
し
た
。
白
、
黒
２

種
類
で
保
温
機
能
も
あ
る
同
ボ
ト

ル
は
大
学
生
協
で
販
売
し
、
新
入

生
に
は
入
学
記
念
品
と
し
て
配
布

し
た
。
今
後
も
給
水
器
使
用
量
を

定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
節
約
の
啓
発
を
進
め

て
い
く
。

　
　
【
彦
根
通
信
部
・
伊
藤
信
司
】

ア プ リ の 説 明 画 面

か
ら
午
後
９
時
半
ま
で
実
施
し
て

い
る
。

　

同
時
に
同
館
正
面
玄
関
東
側
に

秀
吉
の
花
押
を
あ
し
ら
っ
た
開
館

40
周
年
と
開
町
４
５
０
年
を
Ｐ
Ｒ

す
る
看
板
（
縦
３
㍍
、
横
２
・
７

㍍
）
を
設
置
。
館
内
に
も
秀
吉
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
顔
出
し
看
板

学
内
に
設
置
さ
れ
た
サ
ー
バ
ー
＝
県
立
大
Ｈ
Ｐ
よ
り

（
縦
１
・
５
㍍
、
横
１
・
２
㍍
）

を
置
い
た
。

　

同
館
で
は
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
な

っ
て
長
浜
城
の
夜
景
は
と
て
も
き

れ
い
に
な
っ
た
。
夜
の
長
浜
城
も

ぜ
ひ
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
Ｐ
Ｒ

し
て
い
る
。

　
【
長
浜
通
信
部
・
長
谷
川
隆
広
】

　

駅
弁
掛
紙
の
図
柄
で
徳
川
家
康

の
生
涯
を
た
ど
る
企
画
展
が
長
浜

市
北
船
町
の
長
浜
鉄
道
ス
ク
エ
ア

で
開
か
れ
て
い
る
。
30
日
ま
で
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
ど
う
す

る
家
康
」
の
放
送
に
合
わ
せ
て
企

画
さ
れ
、
昭
和
後
期
か
ら
平
成
前

期
の
20
点
を
展
示
し
て
い
る
。

　

豊
橋
駅
（
愛
知
）
の
駅
弁
「
三

河
路
弁
当
」
の
掛
け
紙
は
、
東
三

河
の
伝
統
芸
能
を
デ
ザ
イ
ン
。
家

康
は
三
河
の
岡
崎
で
生
ま
れ
、
後

に
三
河
一
国
を
支
配
す
る
。
浜
松

駅
（
静
岡
）
の
駅
弁
掛
け
紙
に
は
、

家
康
が
一
時
居
城
と
し
た
浜
松
城

が
描
か
れ
た
。
当
時
は
、
土
作
り

で
板
葺
き
の
城
郭
だ
っ
た
と
い
う
。

　

大
阪
、
新
大
阪
両
駅
で
販
売
さ

れ
た
「
御
弁
当
」
に
は
大
阪
城
天

更新前の水銀灯照明

Ｌ Ｅ Ｄ 照 明 に 浮 か
び 上 が る 長 浜 城

長 浜 鉄 道 ス ク エ ア で 開 か れ て い る 企
画 展 「 駅 弁 掛 紙 で た ど る 徳 川 家 康 」

取
り
組
ん
で
い
る
。
あ
す
ぼ
は

「
明
日
ボ
ト
ル
連
れ
て
行
こ
う
！
」

の
略
。
昨
年
10
月
１
日
〜
11
月
30

日
、
学
内
２
カ
所
に
給
水
機
を
設

　
　
　
　

置
し
、
マ
イ
ボ
ト
ル
持

　
　
　
　

参
を
呼
び
か
け
た
と
こ

　
　
　
　

ろ
、
計
２
２
７
４
㍑
の

　
　
　
　

利
用
が
あ
り
。
５
０
０

　
　
　
　

㍉
㍑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

　
　
　
　

換
算
す
る
と
４
５
４
８

　
　
　
　

本
を
削
減
で
き
た
。
こ

　
　
　
　

れ
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２
排

　
　
　
　

出
量
も
約
２
３
８
㌔
減

　
　
　
　

ら
せ
た
と
い
う
。

　

県
立
大
（
彦
根
市
八
坂
町
）
の

学
生
グ
ル
ー
プ
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

使
用
量
削
減
を
目
指
す
「U

SBo

（
あ
す
ぼ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

　

彦
根
市
は
今
年
度
、
市
民
の
子

育
て
を
支
援
す
る
「
ひ
こ
ね
す
く

す
く
ア
プ
リ
」
の
配
信
を
始
め
た
。

　

ま
ず
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

「
ひ
こ
す
く
」
を
検
索
し
、
ア
ッ

プ
ス
ト
ア
ま
た
は
グ
ー
グ
ル
プ
レ

イ
か
ら
無
料
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
。
居
住
地
の
郵
便
番
号

を
入
力
す
れ
ば
、
彦
根
市
対
応
の

画
面
に
切
り
替
わ
る
。

　

妊
娠
中
の
記
録
▽
子
ど
も
の
成

長
記
録
▽
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
通
知
▽
市
の
子
育
て
情
報
通

知
▽
子
育
て
施
設
の
情
報
検
索―

―

な
ど
の
機
能
が
使
え
る
。
さ
ら

に
市
が
実
施
す
る
育
児
相
談
事
業

の
予
約
も
可
能
。
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
家
族
同
士
で
、
子

ど
も
の
写
真
を
共
有
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
同
市
健
康
推
進
課
は

「
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
む
中
、

最
新
技
術
で
地
元
の
若
い
カ
ッ
プ

ル
ら
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
」
と

話
し
て
い
る
。
今
年
度
の
事
業
費

は
１
８
５
万
９
０
０
０
円
。
県
内

で
は
甲
賀
、
高
島
両
市
や
甲
良
町

　
　
　
　
　
　
　
　

も
同
様
の
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

プ
リ
を
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
彦
根
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　

部
・
伊
藤
信

　
　
　
　
　
　
　
　

司
】


